
　
「
労
働
基
準
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
」
が
第
１
７
０
回
国
会
で
成
立
・

公
布
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

施
行
は
平
成
22
年
４
月
１
日
で
す
の

で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

□
時
間
外
労
働
の
割
増
賃
金
率
が
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。（
中
小
企
業
に
つ
い
て

は
、
当
分
の
間
、
適
用
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。）

▽
１
か
月
に
60
時
間
を
超
え
る
時
間
外

労
働
を
行
な
う
場
合
…
50
％
以
上

　

１
か
月
60
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労

働
に
つ
い
て
は
、
法
定
割
増
賃
金
率
が
、

現
行
の
25
％
か
ら
50
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
法
定
割
増
賃
金
の
引
上
げ

は
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▽
割
増
賃
金
の
支
払
に
代
え
た
有
給
の

休
暇
の
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
す

　

事
業
場
で
労
使
協
定
を
締
結
す
れ

ば
、
１
か
月
に
60
時
間
を
超
え
る
時
間

外
労
働
を
行
な
っ
た
労
働
者
に
対
し

て
、
改
正
法
に
よ
る
引
上
げ
分
（
25
％

か
ら
50
％
に
引
き
上
げ
た
差
の
25
％

分
）
の
支
払
に
代
え
て
、
有
給
休
暇
を

付
与
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

労
働
者
が
こ
の
有
給
休
暇
を
取
得
し

た
場
合
で
も
、
現
行
の
25
％
の
割
増
賃

金
の
支
払
は
必
要
で
す
。

□
割
増
賃
金
引
上
げ
な
ど
の
努
力
義
務

が
労
使
に
課
せ
ら
れ
ま
す
。

▽
限
度
時
間
（
１
か
月
45
時
間
）
を
超

え
る
時
間
外
労
働
を
行
な
う
場
合
…

25
％
を
超
え
る
率

　
「
時
間
外
労
働
の
限
度
基
準
」（
平
成

10
年
労
働
省
告
示
第
１
５
４
号
＝
限
度

基
準
告
示
）
に
よ
り
、
１
か
月
に
45
時

間
を
超
え
て
時
間
外
労
働
を
行
な
う
場

合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
労
使
で
特
別
条

項
付
き
の
時
間
外
労
働
協
定
を
締
結
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
新
た
に
、

①
特
別
条
項
付
き
の
時
間
外
労
働
協
定

で
は
、
月
45
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労

働
に
対
す
る
割
増
賃
金
率
を
定
め
る
こ

と
②
①
の
率
は
法
定
割
増
賃
金
率

（
25
％
）
を
超
え
る
率
と
す
る
よ
う
に

努
め
る
こ
と
③
月
45
時
間
を
超
え
る
時

間
外
労
働
を
で
き
る
限
り
短
く
す
る
よ

う
に
努
め
る
こ
と

□
年
次
有
給
休
暇
を
時
間
単
位
で
取
得

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

現
行
で
は
、
年
次
有
給
休
暇
は
日
単

位
で
取
得
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
事
業
場
で
労
使
協
定
を
締
結
す
れ

ば
、
１
年
に
５
日
分
を
限
度
と
し
て
時

間
単
位
で
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

年
次
有
給
休
暇
を
日
単
位
で
取
得
す

る
か
、
時
間
単
位
で
取
得
す
る
か
は
、

労
働
者
が
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
詳
細
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

　

雇
用
調
整
助
成
金
制
度
を
見
直
し
ま

し
た
。

　

景
気
変
動
な
ど
の
経
済
上
の
理
由
に

よ
り
、
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
事
業
主
が
、
そ
の
雇
用
す
る
労

働
者
を
一
時
的
に
休
業
、
教
育
訓
練
又

は
出
向
を
さ
せ
た
場
合
に
、
休
業
、
教

育
訓
練
又
は
出
向
に
係
る
手
当
若
し
く

は
賃
金
等
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
主
な
受
給
の
要
件
】
①
最
近
３
ヶ
月

間
の
売
上
高
又
は
生
産
量
等
が
そ
の
直

前
３
ヶ
月
間
又
は
前
年
同
期
比
で
５
％

以
上
減
少
し
て
い
る
こ
と
②
従
業
員
の

全
１
日
の
休
業
ま
た
は
事
業
所
全
員
一

斉
の
短
時
間
休
業
を
行
う
こ
と
（
平
成

21
年
２
月
６
日
か
ら
当
面
の
期
間
に

あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
所
に
お
け
る
対

象
被
保
険
者
等
毎
に
１
時
間
以
上
行
わ

れ
る
休
業
（
特
例
短
時
間
休
業
）
に
つ

い
て
も
助
成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

③
３
ヶ
月
以
上
１
年
以
内
の
出
向
を
行

う
こ
と
。（
大
型
倒
産
等
事
業
主
な
ど

の
特
定
の
事
業
主
に
つ
い
て
は
①
と
要

件
が
異
な
り
ま
す
。）

【
受
給
額
】

○
休
業
等

休
業
手
当
相
当
額
の
３
分
の
２
（
上
限

あ
り
）

支
給
限
度
日
数
：
３
年
間
で
３
０
０
日

　
（
最
初
の
１
年
間
で
２
０
０
日
分
ま

で
）

　
（
大
型
倒
産
等
事
業
主
な
ど
特
定
の

事
業
主
に
つ
い
て
は
、
支
給
限
度
日
数

が
異
な
り
ま
す
。

教
育
訓
練
を
行
う
場
合
は
上
記
の
金
額

に
１
人
１
日
１
２
０
０
円
を
加
算

○
出
向

出
向
元
で
負
担
し
た
賃
金
の
３
分
の
２

　
（
上
限
あ
り
）

◎
詳
細
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

役
員
の
氏
名
又
は
住
所
を
記
載
し
た

書
面
（
設
立
認
可
申
請
書
に
添
付
）
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
事
実

が
発
生
し
た
日
か
ら
２
週
間
以
内
に
行

政
庁
に
そ
の
旨
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

　

役
員
の
変
更
と
は
、
役
員
の
氏
名
又

は
住
所
の
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
役
員

の
改
選
又
は
補
充
が
あ
っ
た
場
合
、
代

表
理
事
の
交
代
、
役
付
き
理
事
の
交
代
、

役
員
が
死
亡
又
は
辞
任
し
た
場
合
な
ど

役
員
に
関
す
る
一
切
の
変
更
を
い
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
通
常
総
会
等
に
お
け
る
役

員
改
選
を
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
全

員
が
再
選
重
任
と
な
り
、
役
員
の
氏
名

及
び
住
所
に
全
く
変
更
が
生
じ
て
い
な

い
と
き
は
、
行
政
庁
へ
の
役
員
変
更
届

の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
（
代
表
理

事
の
登
記
は
必
要
）。

　

な
お
、
法
律
・
条
令
等
に
基
づ
い
て

千
葉
県
知
事
宛
に
届
出
・
申
請
等
の
文

書
を
提
出
す
る
場
合
の
宛
名
は
、
千
葉

県
知
事
鈴
木
栄
治
で
す
。

　

千
葉
県
弁
護
士
会
で
は
、
９
月
16
日

㈬
午
後
３
時
か
ら
５
時
ま
で
、
企
業
に

関
わ
る
法
律
相
談
会
を
無
料
で
開
催
し

ま
す
。
会
場
は
千
葉
県
弁
護
士
会
館（
千

葉
市
中
央
区
中
央
４
丁
目
13
の
12
）
で

１
回
30
分
程
度
で
す
。

◎	

相
談
は
予
約
制
で
す
の
で
、
申
し
込

み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

　

千
葉
県
弁
護
士
会
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を
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か
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